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日特建設(株)九州支店・日進会「２０２６年度安全衛生推進大会」開く 

安全活動を継続的に見直し“災害ゼロ”の達成を誓う 

日特建設㈱九州支店・日進会九州支部の「２０２６年度安全衛生推進大会」は１９日、 福

岡市のソラリア西鉄ホテル福岡で社員や協力業者ら会員約１８５人が参加し、昨年度の安

全活動で優秀な成績を収めた支店長表彰や支部長表彰、２０２６年度の安全衛生管理計画

と工事部活動計画の発表、取扱商品の紹介、安全宣言などを行い災害ゼロの達成を誓い合

った。 

大会では、関係物故者に黙祷を捧げた後、日特建設㈱の上直人社長のメッセージを横井

昌和安全環境品質部長（日特建設㈱九州支店）が代読。「安全意識を高め、働く仲間を傷付

けない、治らない怪我はさせない」と安全・健康を確保する

作業環境を訴えた。 

主催者挨拶に立った菊地冬樹支店長（日特建設㈱九州支店

執行役員）は、「本日、表彰される協力会社４名の代表者と当

社社員４名の方々が表彰されます。皆様の日頃の安全活動へ

の取り組みと努力が形となったものであり、これからも安全

管理のレベル向上に努めていただくことを期待しています。

２０２５年度の災害状況は、残念ながら休業災害が１件発生

し７年連続となりました。この結果を重く受け止め深く反省

し、今後の改善に繋げなければなりません。私たちの目標は 

社員や協力会員ら約１８５人が参加し、労働災害ゼロを誓い合った「２０２６年度安全衛生推進大会」 

主催者挨拶の菊地支店長 



“災害ゼロ”の実現であり、そのためには安全活動を継続的に見直し、改善を積み重ねて

いく必要が重要です。７月から始まる全国安全週間のスローガンは“多様な人材 全員参加 

みんなで育てる安全職場”となっており、業界は慢性的な人手不足が続き、国籍・性別・

年齢・経験を問わず、多様な人材が協力しながら現場を運営していくことが重要となりま

す。皆様にはお互いにコミュニケーションを取りながら、相手の意見に耳を傾ける姿勢を

持って、全員で安全な職場づくりに取り組んでいただきたい」と挨拶した。 

大会挨拶の松田秀利日進会支部長（㈱明和テクニカル）は、「これ

から本格的な夏を迎え、熱中症対策が重要な時期に入ってまいりま

す。一人ひとりの安全に対する意識が基盤となり、慣れやルールの

軽視、コミュニケーション不足は重大災害を引き起こす要因となり

かねません。来月からは全国安全週間が始まりますが、安全は一部

の管理者だけで無く、経験や立場、国籍の違いを超えて、現場に関

わる全員が声を掛け合い、危険の芽を早期に摘み取り、安全な職場

を育てていくことが私たちに求められています。仲間の命を守るこ

と、仲間の笑顔を守ることが施工協力会の最大の使命であり、日特建設九州支店と協力会

社が一丸となり、“九州の地で労働災害を絶対に発生させない”という強い決意を、今一度

全員で共有したいと思います」と労働災害ゼロに向けての決意を述べた。 

このあと、来賓挨拶の白砂哲也常務執行役員（日特建設㈱）は、

「昨年の災害状況で、九州支店では休業災害がありましたけれども

全国的に見ても労働災害の少ない支店の一つです。これは社員のス

キルや力量もありますが、日進会が労働災害撲滅に対する意識が高

い証拠であると思っており、今年こそは軽微な災害もなく、１年を

終わらせていただきたい。労働災害を撲滅するために毎年言われ続

けている課題ですが、現時点で出来る事は良い準備をすることだと

思います。今、サッカーのワールドカップが行われていますが、選

手の方々が「結果は大事かもしれないけれど、良い準備をすれば良い結果は必ずついてく

る」と話していました。安全においても同じだと思います。もう一つはコミュニケーショ

ンが取れる職場環境をつくる事。近年は外国人技能者も増えており、日常会話はできても

現場で使用する専門用語まで本当に理解できているの

か疑問です。これから年度末まで、“働く仲間を傷つけ

ない”、“治らない怪我をさせない”という考えで、無

事故・無災害が当たり前の日特建設九州支店を目指し

て精進していただきたいと思います」と激励した。 

このあと、安全表彰式があり、昨年度の安全衛生活

動で優秀な成績を収めた「支店長表彰」の協力業者４

社、工事部社員４人、「支部長表彰」の協力業者職長の

大会挨拶の松田支部長 

来賓挨拶の白砂常務 

安全スローガンのシュプレヒコール 



４人が表彰を受け、菊地支店長と松田支部長から一人一人に賞状が贈られた。休憩の後、

日特建設九州支店の横井昌和安全環境品質部長が「２０２６年度安全衛生管理計画」、副島

俊宏工事部長が「工事部」からの安全活動計画などについての発表。緑興産㈱の取扱商品

の紹介（内田涼介上級主任）に続いて、日特建設㈱九州支店の米倉恵さんが「安全宣言」

を朗読。安全スローガンのシュプレヒコールは、日特建設㈱九州支店の宮田憲一宮崎営業

所工事長が先唱を行い、新年度に向けて労働災害ゼロの誓いを新たにした。 

 

「安全表彰」（敬称略） 

〇支店長表彰＝①協力業者：昴工業㈱（長中生コン③作業所・長崎）、㈱ユニテク（小野地

区②作業所・熊本）、㈱テッグ（中津江村③作業所・大分）、㈲塚田組（馬毛島環境②作業

所・鹿児島）②工事部社員：後藤秀夫（香焼造船所作業所・長崎）、内野隆啓（西鉄三苫作

業所・福岡）、田仲正明（長中生コン③作業所・長崎）、米倉恵（馬毛島環境②作業所・鹿

児島） 

〇支部長表彰＝①協力業者・職長：堀内智成（㈱テッグ、中津江村③作業所・大分）、小髙

久典（小髙産業㈱、須木１工区作業所・宮崎）、加藤翔平（㈱明和テクニカル、福富４工区

作業所・佐賀）、濱雅行（㈱ハマダ緑研、西鉄三苫作業所・福岡）。 
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